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糖尿病や肥満の患者において、血中および骨格筋内の性ステロイドホ
ルモン濃度が低下していることが報告されており、我々は、性ステロイドホ
ルモンの骨格筋における新たな役割を明らかにしてきた。現在までに動物
実験で基礎研究を行い、それらの基礎データを基に、今後、運動や栄養
成分摂取による性ステロイドホルモン増大が新規糖尿病治療・予防法開
発に向け、ヒトに応用していく。

まず始めに、筋培養細胞で、精巣や卵巣だけでなく、筋においても性ス
テロイドホルモンが代謝・合成されることを世界で初めて報告し、その性ス
テロイドホルモンが骨格筋の糖代謝を亢進することが明らかとなった。動
物実験においても、急性、慢性の運動で骨格筋の性ステロイドホルモンが
増加し、その増加した性ステロイドホルモンがインスリン抵抗性の改善に
関与していることを明らかにした。また、2型糖尿病モデルラットを用いて

運動、運動＋性ステロイドホルモン合成阻害剤を慢性的に投与した結果、
阻害剤を投与した2型糖尿病ラットは運動による骨格筋糖代謝経路、血糖
値の改善が抑制されることを明らかにしてきた。

ヒトにおいて、高齢者では、性ステロイドホルモンが低下しているが、筋
力トレーニングにより骨格筋内の性ステロイドホルモン濃度が増大するこ
とを報告した。本研究では性ステロイドホルモンの役割、高齢者、糖尿病
患者に対する性ステロイドホルモン増大の意義について紹介する予定で
ある。
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